
未来へつなぐ看護デザイン

大阪府看護連盟

大阪府看護連盟
 

ずっと安心して働けるように
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看護連盟とは

国政や地方議会に代表を送る

代表議員の支援

現場の問題を解決するために
政治力を発揮する

2



わたしたちの代表を
国会・地方議会へ送るための支援

連盟と協会の役割

政府に要望書を提出

3



看護職の倫理綱領

15. 看護職は、専門職組織に所属し、看護の質を高めるための
活動に参画し、よりよい社会づくりに貢献する。

看護職一人一人が制度への関心をもち、
制度変革へ参加することを求めています。

看護連盟は「看護職の倫理綱領」に基づき
政治活動・選挙運動を行っている組織

看護職の倫理綱領（2021年 日本看護協会）
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医療って法律と関係が深い？

保健師助産師看護師法

看護師等の人材確保の促進に関する法律

医療法

高齢者の医療の確保に関する法律
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政治に対するイメージ

• 難しい

• めんどくさい

• 関係ない

• よくわからない

• 選挙に行っても自分の一票で

何かが変わるとは思わない
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看護連盟の役割

「政治力がなければ
現場は変わらない」

イキイキ働く環境を作りたい
働く環境を変えるには・・・

7



現場で困っていることを、
声として伝えることからスタート

国政、政治の場
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看護を取り巻く課題
• 労働環境、条件の改善

（夜勤がつらい、給料が安い・・・）

• 臨床研修制度の整備

（新人研修の義務化など）

• 看護職の役割・裁量範囲の拡大

• 看護職の質の確保

（免許更新制度など）

看護に関連した課題は
私たち、看護職の力で解決していく
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現場から

ベッドサイドの声

看護連盟・協会国会議員

「現場の声を国政へ」
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衆議院・参議院について

項目 衆議院 参議院

議員定数 ４６５人 ２４８人 

任期 ４年 ６年 

入れ替わり 総入れ替え ３年ごとに半数ずつ 

解散 あり なし 

被選挙権 ２５歳以上 ３０歳以上 

選挙制度 小選挙区・比例代表 選挙区・比例代表
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衆議院・参議院の違い

以下の点で衆議院は参議院よりも強い権限を
持っている

・法案の再議決

・予算の先議権

・条約の承認

・内閣総理大臣の指名

12



法律案を提出できるのは
国会議員と内閣のみ

政策実現までのプロセス
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国政に看護職代表を送った主な成果

• 1973年 夜間看護手当ての大幅アップ 

• 2008年 訪問看護ステーションの基本療養費のアップ

• 2014年 大雪で国試を受けられなかった者等の

追加試験の実施 (595人合格)

• 2016年 診療報酬改定

認知症ケア加算の創設 など

• 2018年 診療報酬改定

• ｢入院時支援加算｣の新設 など

• 2021年 看護職員の処遇改善の取り組み

• 2023年 国家公務員医療職棒給表(三)の見直し
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看護職議員が増えると

看護に関わる政策が作りやすくなる

看護師の処遇が改善される

患者さんへの関わり方が変化

よりよい看護が提供できる
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看護連盟会員の地方議会議員

山口県 周南市長     藤井 律子  岡山県 岡山県議会議員 福田 司

栃木県 足利市議会議員 中島まゆみ 北海道 札幌市議会議員 こじま ゆみ

茨城県 水戸市議会議員 後藤 みちこ 群馬県 邑楽町議会議員 佐藤 富代

埼玉県 さいたま市議会議員 稲川さとみ 石川県 金沢市議会議員 久保 洋子

京都府 舞鶴市議会議員 田畑 篤子 北海道 赤平市議会議員 竹村 恵一

兵庫県 丹波市議会議員 広田 まゆみ 島根県 松江市議会議員 米田 ときこ

岡山県 真庭市議会議員 大月 もとこ 愛媛県 松山市議会議員 松本 くみこ

高知県 土佐市議会議員 野村 まさえ 熊本県 玉名市議会議員 近松 恵美子

岡山県 玉野市議会議員 村上 光江 福岡県 那珂川市議会議員 ひじ 英治

宮崎県 日南市議会議員 鈴木 和枝 長野県 塩尻市議会議員 樋口 千代子

埼玉県 蕨市議会議員    大石 圭子 奈良県 下市町議会議員 松本 哲子

長崎県 諫早市議会議員 福田 美子    佐賀県 嬉野市議会議員 古川 英子

愛知県 田原市議会議員 内藤 久喜枝

  
他11名 合計36名    2023年５月現在
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○現場で困っていることを、
声として伝えることからスタート

○看護に関する課題は、
自分たちで解決していくことが基本
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看護記録の効率化を求める
要望書を提出

• 看護を考える地方議員との合同研修で

「記録が大変」との意見多数

• 2017.6 大阪の看護を考える地方議員の会と

ともに内閣総理大臣と厚生労働大臣に意見書を提出
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大阪府看護連盟の動き (2022年度)
要望書の提出 

 ・処遇改善

 ・コロナ対応に関する支援給付金、賃金格差の是正

 ・看護師配置基準

 ・訪問看護ステーションに従事している看護師の処遇改善

 ・潜在看護師の再就職促進の対策支援

 ・記録記載による時間外勤務の削減支援
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研修で出た意見を基に作成



大阪府の国会議員へ要望書提出(2023)
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・看護と政治の関係
（わたしたちにどう関係あるの？）

→よりよい環境作りには,現場の声を

国会へ届けることが大事

・連盟の役割
(連盟って私たちとどう関係があるの？)

→現場の声を政治の場へ届ける橋渡し
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